
特集 家庭ごみの分別が４月から統一
まちのわだい
人権コーナー
保健センター情報・子育て支援
市立病院だより
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宇陀シティマラソン交通規制図

2・3
4～6

7
8・9
10

11～21
22

総　数　37,466人（-46）
男　　17,960人（-22）
女　　19,506人（-24）

世帯数　13,208世帯（+3）

平平成成2200年年11月月１１日日現現在在

宇陀市の「う」の字をモチーフに、大宇陀町・菟田野町・榛原町・室生村の４町村の合併と宇陀市の誕
生を４つの花弁の開花で表し、レッドは活力を、グリーンは豊かな自然を、ブルーは清らかな水をイメ
ージ。全体として宇陀市の魅力と活力あふれる将来像を表徴しています。 Public Information UDA

月号
February

2008（平成20年） N0.26

2

「誓いのことば」を述べる新成人代表
（関連記事は、まちのわだい6頁に掲載しています。）

羽ばたけ　新成人！



特　集

私たちが日常生活を営む上で、かたちが違う
ものの「ごみ」は必ず出てきます。従来ごみは
「捨てるもの」という考え方で処理されてきま
した。
しかし、そのことが大量の廃棄物を生み出し、
現在では深刻なごみ問題が生じてきています。
過剰な包装などをしない・使い捨てでなく何

度も使える商品を使う（Reduce=リデュース）、
不要になっても使えるものは人にゆずる、使え
るものは修理して使う（Reuse=リユース）、捨て
ずに資源回収に出す・リサイクル商品を買う
（Recycle=リサイクル）といういわゆる３Ｒの実
現が不可欠となってきています。再資源化は環
境面にとどまらず資源の乏しい日本にとって循

環型社会の実現は大変な意義があることです。
皆さんひとり一人がご家庭でのごみの減量化

に努め、再利用やリサイクルに努めることによ
り、ごみ処理に係る皆さんの費用負担（ごみ袋
の費用負担）が軽減されることにつながってき
ます。
ぜひ、皆さんのご理解とご協力をよろしくお

願いします。

宇陀市では、これまで合併後も各地域自治区
単位でごみの処理形態が異なってきましたが、
４月1日から分別方法などを統一させていただ
くことになりました。
分別の種類や収集回数は下表の通りです。

広報うだ　２

家庭ごみの分別が４月１日から
市内全域で統一されます

Y環境対策課（182-2202）



ご
み
の
分
別
Ｑ
＆
Ａ

間
違
っ
た
ご
み
袋
を
使

用
し
た
場
合
、
収
集
し
て

も
ら
え
る
の
で
す
か
？

収
集
で
き
ま
せ
ん
。「
金

属
類
用
の
袋
」
に
「
布
類
」

を
入
れ
て
あ
る
よ
う
な
袋
の
使
用

誤
り
や
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」
の

収
集
指
定
日
に
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

を
出
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
収

集
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

布
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
誤
ま

っ
て
混
合
し
て
入
っ
て
い
る
場
合

も
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

新
聞
に
入
っ
て
い
る
折

り
込
み
チ
ラ
シ
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

折
り
込
み
チ
ラ
シ
は
、

古
新
聞
と
一
緒
に
ひ
も
で

束
ね
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

通
信
販
売
の
カ
タ
ロ
グ
（
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
包
装
は
外
し
て
く
だ
さ

い
）
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
雑
誌

類
と
し
て
ひ
も
で
束
ね
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
布
類
を
同
じ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
袋
に
入
れ
て

出
せ
ば
い
い
の
で
す
か
？

い
い
え
。
こ
の
３
種
類

は
、
同
じ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
専
用
指
定
袋
を
使
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
布
類
に
分
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
収
集
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

生
ご
み
以
外
の
燃
え
る

ご
み
、
例
え
ば
新
聞
紙
や

包
装
紙
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

は
生
ご
み
と
一
緒
に
入
れ
て
も
い

い
の
で
す
か
？

新
聞
紙
や
包
装
紙
な
ど

は
で
き
る
限
り
資
源
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
分
別

で
き
な
い
状
態
の
も
の
は
、
生
ご

み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

粗
大
ご
み
は
可
燃
、
不

燃
を
問
わ
ず
一
緒
に
出
し

て
よ
い
の
で
す
か
？

は
い
。
一
緒
で
結
構
で

す
。
別
途
配
布
す
る
「
ご

み
分
別
の
手
引
」
を
参
照
の
う
え
、

粗
大
ご
み
用
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
の
当
日
、
雨
が
降

っ
て
い
た
ら
紙
類
は
ぬ
れ

ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
よ
い
の
で

す
か
？

は
い
。
日
程
ど
お
り
に

収
集
し
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル

缶
は
一
緒
に
収
集
す
る
の

で
す
か
？

は
い
。
金
属
類
で
収
集

し
ま
す
。

粗
大
ご
み
で
す
が
、
タ

イ
ヤ
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品

（
農
業
用
マ
ル
チ
な
ど
）
は
、
ど
の

よ
う
に
判
断
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

タ
イ
ヤ
な
ど
の
車
の
部

品
や
農
業
用
マ
ル
チ
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
販
売
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

割
れ
た
ビ
ン
は
ビ
ン
類

に
出
す
の
で
す
か
？

い
い
え
。
割
れ
た
ビ
ン

は
、
陶
器
類
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ビ
ン
の
ふ
た
は
、
そ
の

ま
ま
ビ
ン
類
で
出
し
て
い

い
の
で
す
か
？

金
属
製
や
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ふ
た
の
場
合
は
外

し
て
、
金
属
類
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
に
分
別
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

傘
や
靴
な
ど
は
、
一
品

ご
と
に
粗
大
ゴ
ミ
シ
ー
ル

を
貼
る
の
で
す
か
？

い
い
え
。
傘
や
靴
な
ど

の
小
さ
な
も
の
は
、
手
に

持
て
る
範
囲
内
で
束
ね
る
か
、
透

明
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
て

シ
ー
ル
を
貼
り
、
出
し
て
く
だ
さ

い
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ
ン
ベ

は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
出
せ
ば
い

い
の
で
す
か
？

必
ず
使
い
切
り
、
火
の

気
の
な
い
室
外
で
穴
を
開

け
、
金
属
類
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

護
美
セ
ン
タ
ー
に
不
燃

物
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
そ
う
で
す
が
、

い
つ
で
も
持
ち
込
め
る
の
で
す

か
？

ご
み
は
収
集
日
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
護
美
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

（
1
82
ー
６
５
２
１
）
し
、
分
別
種

別
ご
と
の
袋
に
入
れ
、
粗
大
ご
み

の
時
は
必
ず
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

不
燃
物
が
有
料
化
さ
れ

ま
す
が
、
各
種
ご
み
袋
は

ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
で
す
か
？

現
在
調
整
中
で
す
。
広

報
う
だ
３
月
号
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

QＡQＡQ

ＡQＡQＡ

QＡQＡQＡQＡQ

ＡQＡQＡQＡ

QＡ
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

◆
生
ご
み
に
つ
い
て

【
室
生
区
】

●
東
宇
陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
1
92
ー
２
４
４
４
）

【
室
生
区
以
外
】

●
宇
陀
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
1
83
ー
２
２
９
６
）

●
護
美
セ
ン
タ
ー

（
1
82
ー
６
５
２
１
）

※
収
集
区
域
先
の
施
設
を
ご
確
認

の
う
え
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
生
ご
み
以
外
の
ご
み
に
つ
い
て

●
護
美
セ
ン
タ
ー

（
1
82
ー
６
５
２
１
）

３　広報うだ　２００８. ２



広報うだ　４

住
民
の
生
命
財
産
を
守
る

〜
気
持
ち
新
た
に
市
消
防
団
出
初
式
〜

１
月
17
日
、
消
防
団
出
初
式
を

大
宇
陀
ふ
れ
あ
い
交
流
ド
ー
ム
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
約
８

０
０
人
の
団
員
が
一
堂
に
集
り
、

式
典
に
先
立
ち
、
阪
神
淡
路
大
震

災
の
犠
牲
者
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し

た
。式

典
で
は
、
前
田
市
長
か
ら

「
日
ご
ろ
か
ら
の
消
防
団
活
動
に
対

す
る
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
は
市
消
防
団
と
し
て
３

年
目
を
迎
え
、
よ
り
一
層
の
組
織

の
効
率
化
と
充
実
を
図
る
た
め
組

織
再
編
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
、

市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め

に
さ
ら
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
訓
辞
の
後
、
滝
川
副
知
事

な
ど
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。引

き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、

優
良
団
員
に
対
し
て
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
（
下
記
掲
載
）。

観
閲
の
後
、
分
列
行
進
と
放
水

演
習
が
行
わ
れ
、
寒
風
が
吹
く
中
、

団
員
の
皆
さ
ん
は
は
つ
ら
つ
と
し

た
雄
姿
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
消
防
団
は
、
１
月
17
日
付
け

を
も
っ
て
、
従
来
の
４
団
制
（
団

長
４
名
、
副
団
長
15
名
、
計
27
分

団
）
か
ら
、
１
団
制
（
団
長
１
名
、

副
団
長
４
名
、
計
16
分
団
）
へ
組

織
再
編
を
行
い
ま
し
た
。

火
災
は
も
と
よ
り
台
風
を
は
じ

め
と
し
た
自
然
災
害
に
対
し
て
、

よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
組

織
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
宇
陀
市
消
防
団
本
部
体
制
】（
敬
称
略
）

団
　
長

森
本
喜
代
志

副
団
長

大
都
孝
宏
、
田
尻
茂
一
、

橋
本
進
、
笹
尾
龍
一

各
表
彰
等
受
賞
者（

順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
知
事
表
彰

【
大
宇
陀
】

川
裕
康（
分
団
長
）、

向
弘
志（
分
団
長
）、
山
本
光
成（
分

団
長
）

【
菟
田
野
】
東
好
成（
分
団
長
）、
井

上
弘
一（
分
団
長
）、
松
本
博
文（
分

団
長
）

【
榛
　
原
】
烏
帽
子
嘉
伸（
副
分
団
長
）、

中
嶋
菊
伯（
副
分
団
長
）、
桶
谷
輝
男

（
分
団
長
）、
中
森
克
昌（
副
分
団
長
）

【
室
　
生
】
笹
尾
和
志（
分
団
長
）、

上
林
義
則（
分
団
長
）、
西
山
輝
男

（
副
分
団
長
）

◎
消
防
協
会
長
表
彰

【
大
宇
陀
】
笹
岡
一
好（
分
団
長
）、

永
澤
靖
司（
副
分
団
長
）、
松
尾
章
憲

（
分
団
長
）、
浦
伸
行（
副
分
団
長
）

【
菟
田
野
】
谷
岡
正
巳（
分
団
長
）、

扇
殿
惠
嗣（
分
団
長
）、
福
田
康
一

（
分
団
長
）、
今
西
剛（
分
団
長
）

【
榛
　
原
】
岡
本
圭
司（
班
長
）、
清

水
将
人（
班
長
）、
今
西
千
佳（
副
分

団
長
）、
多
田
健（
副
分
団
長
）、
福

田
順
一（
団
員
）、
大
門
宏
次（
部
長
）

【
室
　
生
】
上
北
彰（
副
分
団
長
）、

奥
中
健
司（
副
分
団
長
）、
谷
口
尉
二

（
副
分
団
長
）、
山
本
孝
行（
副
分
団

長
）

◎
市
長
表
彰

【
大
宇
陀
】

谷
良
浩（
班
長
）、
太

田
隼
人（
団
員
）、
亀
田
忠
起（
団
員
）、

森
田
英
樹（
団
員
）、
松
岡
勉（
部
長
）、

丸
岡
秀
年（
班
長
）、

橋
成
和（
班

長
）、
森
川
真
幸（
団
員
）

【
菟
田
野
】

田
勝
則（
部
長
）、
大

倉
勝
広（
班
長
）、

岡
賢
次（
部
長
）、

冨
田
英
一（
分
団
長
）、
中
出
広
文

（
班
長
）、

田
肇（
班
長
）、
杉
本
哲

司（
部
長
）、
谷
口
浩（
班
長
）

【
榛
　
原
】
欅
啓
典（
班
長
）、
山

豊
三（
班
長
）、
福
田
勝
宏（
班
長
）、

上
林
嘉
昭（
団
員
）、
林
重
光（
班
長
）、

森
開
徹（
部
長
）、
小
久
保
秀
司（
団

員
）、
中
尾

博（
班
長
）

【
室
　
生
】
勝
村
茂
之（
団
員
）、
倉

本
知
則（
団
員
）、
中
川
栄
作（
団
員
）、

瀧
住
浩
司（
団
員
）、
田
中
正
巳（
団

員
）、
服
部
由
孝（
部
長
）、
西
岡
剛

（
班
長
）、
堀
本
克
彦（
団
員
）

◎
消
防
団
長
表
彰

【
大
宇
陀
】

岡
邦
泰（
班
長
）、
山

岡
敏
二（
団
員
）、
森
川
吉
庸（
団
員
）、

萬
谷

輝（
団
員
）、
車
谷
一
明（
団

員
）、
佐
々
岡
晴
規（
団
員
）、
尾
上

清
重（
班
長
）、
内
田
恵
司（
団
員
）

【
菟
田
野
】
南
浦
正
義（
団
員
）、
森

野
嘉
泰（
団
員
）、
田
中
博
之（
団
員
）、

峯
山
治（
団
員
）、
南
岡
正
彦（
班
長
）、

嘉
見
直
樹（
団
員
）、
源
内
栄
治（
団

員
）、
葛
城
俊
樹（
団
員
）

【
榛
　
原
】
天
野
裕
光（
団
員
）、
西

田
哲
朗（
班
長
）、
中
山
佳
三（
団
員
）、

瀬
野
隆
雄（
部
長
）、

奥

之（
班

長
）、
山
本
公
司（
団
員
）、
福
田

之（
団
員
）、
藤
本
和
宏（
団
員
）

【
室
　
生
】
日
樫
薫（
班
長
）、
中
村

敦（
団
員
）、
松
田
祐
介（
部
長
）、
辻

村
昌
彦（
団
員
）、
南
宜
秀（
団
員
）、

今
野
浩（
部
長
）、
新
木
政
昭（
班
長
）

◎
宇
陀
広
域
消
防
組
合
管
理
者
感
謝
状

【
大
宇
陀
】
丸
尾
誠
司（
部
長
）

【
菟
田
野
】
巽
禎
造（
副
分
団
長
）

【
榛
　
原
】
向
井
浩（
分
団
長
）

【
室
　
生
】
宮

利
昭（
副
分
団
長
）

◎
宇
陀
警
察
署
長
感
謝
状

【
大
宇
陀
】
黒
川
芳
弘（
部
長
）、
大

畑
吉
偉（
班
長
）

【
菟
田
野
】
田
中
弘
和（
副
分
団
長
）、

大
木
信
浩（
副
分
団
長
）

【
榛
　
原
】
岡
本
浩（
班
長
）、
古
城

正
孝（
団
員
）

【
室
　
生
】
北
島
直（
副
分
団
長
）、

石
橋
修（
副
分
団
長
）
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Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
公
演

12
月
16
日
、
文
化
会
館
で
「

津
た
か
し
＆
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団

公
演
」
を
開
催
、
第
一
部
は
、
菟

田
野
区
出
身
の

津
た
か
し
さ
ん

「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
入
賞
作
品

「
平
成
19
年
度
　
税
に
関
す
る

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
入
賞
者

（
市
内
在
住
・
在
学
の
方
）
を
紹
介

し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
作

●
大
阪
国
税
局
長
賞

大
門
茉
以（
榛
原
中
３
年
）「
大
切
な
税

室
生
バ
ス
タ
ー
ズ

「
桜
井
Ｊ
Ｃ
杯
」
優
勝

11
月
23
日
、
橿
原
球
場
で
「
第

21
回
桜
井
Ｊ
Ｃ
杯
少
年
野
球
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
桜
井
市
や
宇

車
椅
子
３０
台
を
寄
付

12
月
17
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｓ

Ｓ
Ｓ
」（
今
中
功
理
事
長
）
か
ら
、

市
へ
車
椅
子
30
台
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

「
Ｓ
Ｓ
Ｓ
」
は
シ
ル
バ
ー
・
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
（
高
齢

者
支
援
事
業
）
の
略
称
で
、
旧
榛

原
町
役
場
内
で
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
を
平
成
16
年
10
月
か
ら
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
セ
ン
タ

ー
で
の
収
益
金
で
車
椅
子
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

市
で
は
、
福
祉
施
設
な
ど
に
設

置
し
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

金
」

●
奈
良
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

長
賞

岡
千
晴（
大
宇
陀
中
３
年
）「
税
金

と
介
護
保
険
」

●
桜
井
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

今
西
彩
子（
菟
田
野
中
３
年
）「
税
金
と

暮
ら
し
」
／
中
井
麻
友（
菟
田
野
中
１

年
）
「
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
税

金
」
／
足
立
美
里（
榛
原
中
３
年
）「
ひ

と
り
は
み
ん
な
の
た
め
に
…
」
／
上
田

貴
裕（
室
生
中
３
年
）「
僕
達
と
税
金
」

●
桜
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
・
銀

賞早
田
好
菜（
大
宇
陀
中
３
年
）「
身
近
な

サ
ー
ビ
ス
」
／
吉
田
文
果（
菟
田
野
中

２
年
）「
社
会
を
支
え
る
立
派
な
納
税

者
」
／
山
本
美
音（
榛
原
中
３
年
）「
お

金=

人
間
」
／
村
嵜
優
磨（
室
生
中
３

年
）「
税
金
と
こ
れ
か
ら
の
日
本
」

■
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」
入

賞
作

●
奈
良
県
租
税
教
育
推
進
連
絡
協
議
会

会
長
賞

岡
本
彩
香（
榛
生
昇
陽
高
等
学
校
１
年
）

「
私
が
考
え
る
税
金
」

●
桜
井
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協

議
会
会
長
賞

片
岡
誠
悟（
榛
生
昇
陽
高
等
学
校
１
年
）

「
私
達
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
る
税
金
」

●
桜
井
税
務
署
管
内
租
税
教
育
推
進
協

議
会
・
優
秀
賞

田
中
暁
士
（
大
宇
陀
高
等
学
校
１
年
）

「
税
に
感
謝
」
／
吹
田
志
穂
（
大
宇
陀

高
等
学
校
１
年
）「
私
た
ち
の
生
活
と

税
」

（
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
名
誉
会
長
）

に
よ
る
日
舞
レ
ビ
ュ
ー
を
、
第
２

部
は
、
劇
団
員
代
表
の
北
原
沙
織

さ
ん
た
ち
に
よ
る
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
！

Ｏ
Ｓ
Ｋ
」の
２
本
立
て
公
演
に
１
０

０
０
人
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

津
さ
ん
は
、
菟
田
野
中
学
校

卒
業
後
、「
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
」

に
入
団
し
約
40
年
間
活
躍
さ
れ
、

現
在
は
「

津
た
か
し
」
と
し
て

ソ
ロ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
さ
ん
の
念
願
で
あ
っ
た

「
ふ
る
さ
と
公
演
」
が
実
現
し
、
休

憩
時
間
を
利
用
し
て
の
交
流
会
で

は
、
懐
か
し
い
同
級
生
や
フ
ァ
ン

の
方
た
ち
と
楽
し
く
語
ら
れ
ま
し

た
。

陀
市
な
ど
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

室
生
区
か
ら
「
室
生
バ
ス
タ
ー

ズ
」
が
出
場
さ
れ
、
粘
り
の
あ
る

野
球
で
、
見
事
優
勝
に
輝
か
れ
ま

し
た
。

今
回
の
結
果
を
励
み
に
、
今
後

も
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

な
ら
」
で
発
表

12
月
16
日
、
新
公
会
堂
で
「
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
in
な
ら
」
が
開
催
さ
れ
、
伝

統
文
化
こ
ど
も
教
室
の
「

風
会

わ
ら
べ
」
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
４
題
を
舞
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
テ
リ
ー
愛
美
さ
ん
は
、

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
な
ら
に
出
演

し
、
最
後
に
『
名
槍
日
本
号
』
を

立
派
な
能
舞
台
で
舞
い
ま
し
た
。

す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
が
、
気
持

ち
よ
か
っ
た
で
す
。
小
学
校
の
教

頭
先
生
が
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
前
で
発
表
さ
れ

た
経
験
と
感
動
を
生
か
し
、
伝
統

を
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
。



「
福
丸
・
燈
火
会
」で
村

お
こ
し

12
月
31
日
、
室
生
区
砥
取
で
神

聖
な
炎
で
そ
の
年
の
災
い
を
払
い
、

新
し
い
年
の
福
を
願
う
「
福
丸
・

燈
火
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

寒
さ
厳
し
い
中
、
前
田
市
長
を

は
じ
め
市
内
外
よ
り
多
く
の
人
が

集
ま
り
、
室
生
龍
穴
太
鼓
「
龍
神
」

の
演
奏
で
炎
の
祭
典
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。

演
奏
の
あ
と
、
５
つ
の
福
丸
に

次
々
と
点
火
さ
れ
る
と
歓
声
が
上

が
り
、
集
落
は
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
強
風
の
た
め

燈
火
会
に
火
を
灯
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
改
め
て
伝
統

行
事
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

福
丸
と
は
、
直
径
２
ｍ
程
の
竹

育
成
園
で
楽
し
い
ク

リ
ス
マ
ス
会

12
月
24
日
、
榛
原
区
の
児
童
養

護
施
設
「
大
和
育
成
園
」
で
、
毎

年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
心
待
ち
に
し

て
い
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
登
場

に
大
喜
び
で
し
た
。
こ
の
サ
ン
タ

さ
ん
は
、
３
年
前
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
持
っ
て
園
を
訪
れ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
「
ま
た
、
み

ん
な
の
顔
を
見
に
来
る
か
ら
ね
。」

と
言
っ
て
、
ひ
と
り
一
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
渡
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

は
満
面
の
笑
顔
で
し
た
。

岡
田
園
長
は
、「
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
て
く
れ
て
う
れ
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。」
と
、
お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

大
人
へ
の
門
出
を
祝
福

１
月
14
日
、
文
化
会
館
で
新
成

人
の
門
出
を
祝
う
「
宇
陀
市
成
人

式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

で
作
っ
た
束
で
、
昔
は
５
、
６
ヵ

所
で
焚
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
過

疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り
長
い
間
廃

れ
て
い
た
も
の
を
、「
砥
取
福
丸
・

燈
火
会
保
存
会
」（
安
田
一
成
会
長
）

が
村
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
行
い
、

当
日
は
砥
取
名
物
の
だ
ん
ご
汁
の

販
売
も
あ
り
ま
し
た
。

安
田
さ
ん
は
、「
将
来
は
、
泊
ま

り
が
け
の
観
光
客
を
誘
致
で
き
る

よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た

い
。
燈
火
会
に
も
工
夫
を
加
え
て

い
き
た
い
。」
と
、
す
で
に
今
年
の

年
末
に
向
け
て
抱
負
を
語
ら
れ
ま

し
た
。

広報うだ　６

宇
陀
市
で
は
、
４
６
８
人
（
男

性
２
６
０
人
、
女
性
２
０
８
人
）

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
松
本
勝
憲
さ
ん
、
辻
本
孟
さ

ん
、
中
川
絢
さ
ん
、
北
森
夕
紀
さ

ん
か
ら
、
力
強
く
誓
い
の
こ
と
ば

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
行
事
で
は
、「
ラ
ン
デ
ィ
ー

ズ
」
に
よ
る
漫
才
や
、
新
成
人
の

実
行
委
員
11
人
に
よ
る
「
区
対
抗

ク
イ
ズ
大
会
」
が
企
画
さ
れ
、
コ

ー
ラ
の
一
気
飲
み
や
ク
イ
ズ
な
ど

に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
再
会
し
た
旧
友
と
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
交
換
し
た
り
抱
き
合
う
姿

や
、
恩
師
と
語
り
合
う
姿
、
カ
メ

ラ
や
携
帯
電
話
で
記
念
撮
影
を
す

る
新
成
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。

か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会

12
月
26
日（
旧
暦
の
11
月
17
日
）、

か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
万
葉
公
園
で
「
第

36
回
か
ぎ
ろ
ひ
を
観
る
会
」（
大
宇

陀
観
光
協
会
主
催
）
が
早
朝
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
４
時
、
原
野
大
宇
陀
観
光

協
会
会
長
に
よ
る
古
代
火
お
こ
し

式
が
行
わ
れ
、
た
き
火
に
点
火
さ

れ
ま
し
た
。
次
に
、
原
野
会
長
と

前
田
市
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

続
い
て
「
第
１
回
か
ぎ
ろ
ひ
短
歌
」

の
入
賞
作
品
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
、
た
き
火
で
暖
を
と

り
な
が
ら
、
葛
湯
や
て
ん
や
く
茶

の
も
て
な
し
を
受
け
て
「
か
ぎ
ろ

ひ
」
の
出
現
を
待
ち
ま
し
た
。
午

前
６
時
ご
ろ
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
「
か
ぎ
ろ
ひ
」
は
出
現
し
な
か

っ
た
も
の
の
、
傾
く
き
れ
い
な
月

を
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
短
歌
入
賞
作
品
の
紹
介
】

（
か
ぎ
ろ
ひ
賞
）

か
ぎ
ろ
へ
る

阿
騎
野
の
丘
よ
り

湧
き

出
づ
る

い
に
し
へ
人
と

蹄
の
音
と

（
榛
原
区

中
西
勝
美
さ
ん
）

（
人
麻
呂
賞
）

住
み
な
れ
し

阿
騎
野
の
里
の
　
五
十
年

ま
だ
見
ぬ
か
ぎ
ろ
ひ

と
き
め
き
て
ま
つ

（
大
宇
陀
区

乾
キ
ミ
さ
ん
）

（
観
光
協
会
長
賞
）

◎
か
ぎ
ろ
ひ
の

た
て
る
暁

幌
か
け
て

遠
距
離
ト
ラ
ッ
ク

今
始
動
せ
り

（
東
吉
野
村
　
浦
田
由
美
子
さ
ん
）

◎
人
も
地
も

か
ぎ
ろ
ひ
待
ち
て

静
ま

り
ぬ

し
の
の
め
の
刻
　
迎
ふ
阿
騎
野
は

（
生
駒
郡
　
山
崎
千
鶴
子
さ
ん
）

◎
ほ
ん
の
り
と
　
明
る
む
空
に

高
見
山

か
ぎ
ろ
ひ
の
丘
よ
り

写
メ
ー
ル
送
る

（
大
宇
陀
区

辻
本
早
苗
さ
ん
）
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DV（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫
（または妻）や恋人など、親密な関係にある人から、
身体的暴力や言葉で侮辱をうけコントロールされ
てしまい、生きる力も奪われかねないことです。
「夫（または妻）や恋人が暴力をふるう」「私さ

え我慢すれば」「女だから、こうでなければ」など、
自分の感情を抑え込んで悩みを抱えている方、ひ
とりで悩まないで気軽に相談してください。DVは
犯罪です。
※相談は無料で、秘密は厳守します。
※セクハラ、性暴力などの相談にも応じます。
相談日時 ２月27日（水） 午後1時～４時
相談場所 予約の際にお知らせします
相談予約　事前予約が必要（一人50分・一日3人）
問い合わせ 人権施策課（182‐2147）

DV（ドメスティック・バイオレンス）相談

男女が、互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、
性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮するこ
とができる男女共同参画社会の実現に向け、標語を募集し
ます。
募集内容　男女共同参画をテーマにした標語　
募集資格 どなたでも（ただし、個人）
申込方法 2月29日（金）まで〈必着〉に、はがき、FAX、電
子メールで申し込みください。１通に１作品を記入し、
住所・氏名・年齢・電話番号を記入のうえ、下記宛先ま
で（一人何作品でも可）。

【郵送】〒100‐8914 東京都千代田区永田町1-6-1
内閣府男女共同参画局総務課「標語募集係」あて

【FAX】 03‐3581‐9566 内閣府男女共同参画局総務
課「標語募集係」あて【電子メール】男女共同参画局
ホームページ http://www.gender.go.jp/ にアクセ
ス（内閣府男女共同参画局）

平成20年度「男女共同参画週間」
標語募集

―６月23日～29日 ―

「てんいち」とは、てん（英語の１０）と
いち（日本語の１）を合わせた１１（てん
いち）のことで、毎月１１日の人権を確
かめあう日を意味しています。

「
働
け
ど
働
け
ど
　
わ
が

く
ら
し
　
楽
に
な
ら
ず
」

今
、
日
本
で
は
「
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
働

く
貧
困
層
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。「

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と

は
、
い
く
ら
働
い
て
も
所
得

が
生
活
水
準
に
達
し
な
い
人

た
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本

の
全
世
帯
の
約
10
分
の
１
を

越
え
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て

ま
す
。

世
の
中
の
景
気
は
回
復
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

「
勝
ち
組
、
負
け
組
」
な
ど
と

言
わ
れ
た
「
格
差
社
会
」
は

ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
ま
わ
り
を
見
て

も
、
税
金
や
年
金
が
払
え
な

い
人
や
病
気
に
な
っ
て
も
医

者
に
も
か
か
れ
な
い
人
、
高

齢
者
の
介
護
で
精
い
っ
ぱ
い
、

子
ど
も
の
教
育
に
お
金
が
回

ら
な
い
な
ど
、
日
々
の
生
活

に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
を
卒
業
し
て

も
定
職
に
就
け
ず
、
マ
ン
ガ

喫
茶
や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
を
宿

に
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を

転
々
と
し
て
命
を
つ
な
い
で

い
る
若
者
も
急
増
し
て
い
ま

す
。憲

法
25
条
が
保
障
す
る

「
人
間
ら
し
く
生
き
る
最
低
限

の
権
利
」
さ
え
も
脅
か
さ
れ

て
い
る
「
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
、「
格

差
社
会
」
の
象
徴
と
も
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
人
権
が
ひ
か
り
輝
く
社

会
」
と
は
、
お
互
い
が
認
め

あ
え
る
社
会
で
す
。
格
差
社

会
が
進
行
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
層
が
増
加
す
れ
ば
、“人

権
の
輝
き
”
は
遠
の
い
て
い

き
ま
す
。

「
人
権
と
格
差
社
会
」
を

こ
れ
か
ら
の
重
要
な
テ
ー
マ

と
し
、
み
ん
な
が
夢
や
希
望

を
持
て
る
社
会
を
築
い
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
暮
ら
し
の
も
の
さ
し
に

⑭
人
権
と
格
差
社
会
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親子で友だちをつくり、楽しく子育てしましょう。気軽にお越しくださいね（宇陀市在住の方）。

かんかん読み聞かせ

かんかん絵本

開催日
2月21日（木）
　10時～11時30分

場所
室生西児童館 
（室生区大野）　

内容
絵本の読み聞かせ、手遊び、「榛
原本を楽しむ会」のみなさん

3月6日（木）
　午前10時～12時

室生人権交流センター
（室生区無山）

絵本の読み聞かせ、手遊び、３月
生まれの誕生会、アルバム作り

申込締切・参加費
2月14日（木）
無料

2月28日（木）
アルバム代１冊500円

◆かんかんくらぶ◆（児童ふれあい交流促進事業）［室生北児童館（10743‐82‐1847）］

［各事業の定員・申し込み］
定員 先着20組　申し込み 室生北児童館へ（土・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午後５時）

公共施設などの禁煙状況（榛原区内） ～３年間で改善がみられます～
「健康はいばら21」の取り組んできました「たば

こ対策」について、３年前の調査と現在を比較しま
した。（下図参照）
●自治公民館は、全面禁煙が６倍になり、分煙を検
討している公民館も増え、地域で取り組みがうか
がえました。

■全面禁煙　　　■分煙　　■自由に吸える

●学校・幼稚園・保育園は、全施設が施設内の禁煙
をしています。
●公共施設は、全面禁煙が４倍になりましたが、分
煙で分煙機器や仕切りなどがない施設がありまし
た。

これからも宇陀市として、禁煙の推進および受動
喫煙の防止の取り組みをしていく予定です。みなさ
んのご協力をお願いします。
なお、自治公民館の調査におきまして、各自治公

民館長にご協力いただきました。ありがとうござい
ました。
（例）平成19年12月の厚生労働省研究班の大規模調
査では、夫がたばこを吸わない女性に比べ、夫が現
在も吸っているケースでは２倍、過去に吸っていた
場合は、１.５倍の方が肺腺がんになる確立が高いこ
とが報告されています。

◆歯みがき指導とフッ化物塗布〈たんぽぽ運動〉参加者募集◆
家族のみなさんの歯の健康を守るために、お子さ

んには虫歯予防を中心とした「歯みがき指導とフッ
化物塗布〈※たんぽぽ運動〉」をします。気軽にご
参加ください。また、希望される保護者には、歯科
衛生士による歯みがき指導を行います。
日時 ３月13日（木） 午前10時30分～正午／午
後１時～３時（所要時間30分）
※受けていただく時間は、こちらで決めさせていた
だきます。
場所 榛原総合センター
対象 ３歳児～就学前のお子さんと保護者
※あまり泣かれるお子さんは、実施できない場合が

あります。ご了承ください。
定員 100名
費用 無料
申込み 往復はがきに、住所・氏名（保護者・子ど
も）・子どもの年齢・電話番号を記入し、２月25
日（月）までに〒633‐8002 奈良市二条町2‐
9‐2 奈良県歯科医師会「たんぽぽ運動係」宛に
申込みください（申込み多数の場合は抽選）
問い合わせ 健康増進課（182‐3692）
※歯の健康普及運動のことで、美しく、たくましく
育つ「たんぽぽ」のように、ご家族そろって健康な
歯をという願いが込められています。

自治公民館

学校・幼稚園

公共施設
H19

H19

H19

H16

H16

H16



宇陀市立病院から （1８２‐０３８１） http://www.udacity-hp.jp
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■マルチカラーレーザー光凝固装置
どんなことをするのですか?
メスを使ったりせずにレーザー光の

熱で、主に糖尿病網膜症や緑内障を治
療します。
当院眼科で導入したものは、従来の

青緑色のアルゴンレーザーとは異なる
最新の、赤・黄・緑の３種類の波長選
択ができるマルチカラーレーザー光凝
固装置です。

同色エイミング機能によりエイミン
グ光と凝固光の色収差がなく凝固時の
位置ずれがありません。同色エイミン
グにより中間透光体での選択されたレ
ーザー光の減衰が確認できるため、よ
り的確な治療が可能となります。
今までに治療が困難であった出血及

び混濁のある部位や、黄斑部の光凝固
治療が安全に、より的確に治療が行え
るようになります。

■オートレフトポグラファー
どんなことをするのですか？
中に見える景色の絵をまっすぐ見

ていただく間に目の屈折を測ります。

なにがわかるのですか？
近視、遠視、乱視がどの程度ある

のか、角膜のカーブの状態をみます。
このデータを考慮しながら視力検査
を行います。視力検査では少ないレ
ンズ度数で一番視力の良く出る状態
を「視力」として重要視します。
（特徴）オートレフ・オートケラト・
角膜トポグラファーが一体となった

機械です。レフ・ケラト・トポグラ
フィーを一台に集約したため、検査
毎に席を移動する必要がないので、
高齢者や子どもにも負担なく検査を
受けることができます。
角膜不正乱視表示機能が搭載され、

従来のケラトメーターで困難だった
角膜不正乱視の程度を測定し、その
程度をＡ、B、Cの３段階で表示しま
す。
円錐角膜や不正乱視が疑われる場

合は、ワンタッチでトポグラフィー
モードへ切り替え、検査が出来るよ
うになりました。

■ノンコンタクトトノメーター
どんなことをするのですか？
目に空気をあてて眼圧を測ります。

なにがわかるのですか？
眼球内の圧（眼圧）を測定できます。
眼球内の水の循環が障害されると、眼
球内に房水がたまり、眼圧が高くなり
ます。眼圧が上昇する病気が、緑内障

です。
(特徴)この製品は、３Ｄオートアライ
メントで簡単操作が可能なノンコンタ
クトトノメーターです。飛び出るエア
ーのソフト感が大幅に向上しており、
いままで眼圧検査が苦手であった人
も、苦痛を感じることなく検査できる
ようになりました。

■眼科診療のご案内

葛城 葛城 葛城 岡本 葛城 交代制

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 第１・３・５
土曜日

眼科　葛城医師

患者さま本位の医療を提供できるように身体的負担が軽減できるように、市立病
院眼科では１月から３台の新しい機材を導入し、最新の眼科医療に努めております。

●眼科外来診察日程表 ※都合により代診になる場合があります。

■職員募集
【看護師（正職員・パート）】
募集人員　若干名
要件　正職員は45歳以下の方
申し込み　履歴書・資格証明書の写しを提出

【看護助手（パート）／看護補助業務】
募集人員　若干名
要件　50歳以下の方
申し込み　履歴書を提出
問い合わせ 市立病院庶務課

■整形外科外来診察室を増やしました
整形外科外来患者さまの待ち時間を減らすた

め、従来は２診制でしたが、今年から３診制へ変
更します。

●整形外来診察日程表



■ボランティアを募集
市地域活動支援センター”ふれんど”

では、障害者の人たちと一緒に簡単な
内職作業や、いろいろな会話で楽しく
過ごしていただけるボランティアの方
を募集しています（短時間でも結構で
す）。当センターは、昨年4月に設立さ
れた障害者の日中活動のみの施設で
す。
活動日時　毎週月～金曜日（土･日曜
日、祝日を除く）午前9時30分～午後
4時
Y市地域活動支援センター”ふれんど”
（182-1106）
■講演会「現代の10代～イン
ターネット＆ケータイ問題
～」開催
全国で発生しているインターネット

の問題を例にあげ、小･中･高校生の子

を持つ親のあり方を考える講演会を開
催します。ご参加をお待ちしています。
日時　2月23日g受付:午後2時～開会:
午後2時30分～　場所　桜井市図書館
講師　今一生氏（ベストセラー作家･
東京大学講師） 対象者　20歳以上の
方　参加費　無料　応募方法　メール
にて住所･氏名･年齢･参加人数･電話番
号を入力し、タイトルに「講演会の件」
と明記して『6桜井青年会議所メール
アドレス:sakurajc@begin.or.jp』へ送

信してください。
Y6桜井青年会議所（10744-43-
5111）
■ちびっ子福娘大集合
大宇陀商工会青年

部では2月8日に開
催される、宇陀初え
びす（大宇陀区下本）
でちびっ子福娘を募
集しています。衣装
は地元老舗呉服店が
手掛けた「ほんまも
ん」です。かわいい衣装を着て初えび
すで写真を撮りませんか。
受付時間　2月8日f午後1時～5時
対象　幼稚園児～小学生の女児（先着
50名）費用　2L版写真2枚付で1,000
円
Y大宇陀商工会（183-1145）

まちなみギャラリー
休館日　　毎週水曜日
開館時間　午前10時～午後5時

■市まちづくりセンターによる冬季
特別展「松本郭　絵画展」

2月1日f～26日c

※入館料　無料

精神科医による専門相談（家
族に認知症の症状がでてきた、
問題行動があるなど）を行いま
す。相談を受ける場合、事前申
し込みをお願いします。
【2月】
日時　2月25日b 午後2時
～4時

場所　市社会福祉協議会
申込締切　2月18日b ※先着2件のみ

【3月】
日時　3月24日b 午後2時～4時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　3月17日b ※先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■精神科医による専門相談
学校法人神須学園若者自立塾室生館が、ご家族、保

護者、ご本人の相談を個別に受けさせていただきます。
日時　2月13日d 午後2時～5時※以降毎月第2水
曜日

場所　市役所　2階　211会議室
※宇陀市以外でも無料相談会を開催しています。ご利
用ください。

Y学校法人神須学園若者自立塾室生館（192-5566）
又は商工観光課（182-2457）

■掲載項目は必要最小限度内に（90
文字程度）

■紙面の都合上掲載できない場合あり
■掲載される内容については責任を持
つこと

■営利目的のもの（主催者が収入を得
るものや営利行為の無料PR活動、
職業に密接したものを含む）、政治

宗教に関するもの、公序良俗に反
するもの、金銭的トラブルが生じ
る恐れがあるもの、不特定多数の
市民を対象としないものなどは掲
載不可

■原稿は掲載日の約1カ月前に秘書広
報課へ

Y秘書広報課（182-3912）

みんなの掲示板　掲載記事募集中

■若者自立のための無料相談会
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『宇陀市ホットニュース』相談・『みんなの掲示板』コーナー



『宇陀市ホットニュース』募集･相談コーナー
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市文化体育事業団では、竹、ガラス、布、花等の素
朴な材料を使ってさまざまな作品を作る教室を開催し
ています。平成20年度の受講生を募集します。参加し
てみませんか。
申込期間　2月6日d～17日a（火曜日･祝日を除く）
午前9時～午後5時

※竹工芸教室は、随時受け付けています。
申込場所　市榛原総合センター

◆竹工芸教室
日時　4月～翌年3月までの第1･3土曜日　午前9時
～11時30分

場所　市榛原総合センター　創作室
講師　上野孝志氏（日本工芸会正会員）
受講料　2,800円（工具及び材料代は別途）
募集人数　13名

◆ステンドグラス教室
日時　4月～翌年3月までの第1･3日曜日　午後1時
30分～5時

場所　市榛原総合センター　創作室
講師　牟田島龍幸氏

受講料　2,500円（工具及び材料代は別途）
募集人数　15名

◆華道教室
日時　4月～翌年3月まで
○「池坊」第2･4木曜日　午後6時～8時
○「小原流」第1･3土曜日　午前10時～12時
○「未生流」第1･3木曜日　午後6時～8時
○「山村御流」第2･4土曜日　午前10時～12時
場所　市榛原総合センター　和室及び研修室
講師　市榛原区文化協会華道部
受講料　2,000円（材料費別途）
募集人数　各教室10名

◆染花教室
日時　4月～翌年3月までの第2･4月曜日　午後1時
～4時

場所　市榛原総合センター　研修室
講師　多賀初子氏
受講料　2,000円（工具及び材料代は別途）
募集人数　5名

Y市榛原総合センター（182-3377）

■文化体育事業団　各種教室受講生募集

◆日時　2月6日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　2月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　2月15日f 午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時　2月20日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y人権施策課（182-2147）

■人権相談

◆日時　2月6日d 午前9時30分～午後3時
場所　菟田野人権交流センター
◆日時　2月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　2月20日d 午前9時～午後3時
場所　宇陀市役所

Y総務課（182-1302）

■行政相談

◆日時　2月12日c･26日c 午前9時～12時
場所　榛原公民館
◆日時　2月13日d 午前9時～午後3時
場所　室生振興センター
◆日時　2月15日f 午前9時～11時45分
場所　大宇陀体育館
◆日時 月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午

後5時15分　場所 市社会福祉協議会
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■心配ごと相談

弁護士による福祉専門相談（高齢者ねらいの悪徳商
法にひっかかったなど）を行います。相談を受ける場
合、事前申し込みをお願いします。
【2月】
日時　2月13日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　2月5日c ※先着2件のみ

【3月】
日時　3月19日d 午前10時～12時
場所　市社会福祉協議会
申込締切　3月11日c ※先着2件のみ
※申し込みはそれぞれ市社会福祉協議会へ
Y市社会福祉協議会（184-4116）

■弁護士による福祉専門相談

これから新築･リフォーム等をお考えの市民の方か
らの疑問･質問に資格を持った「住まいづくりアドバ
イザー」が無料で相談に応じます。相談は予約制（先
着3名まで）となっています。相談を希望される方は、
2月8日fまでに事前に連絡をお願いします。
日時　2月14日e 午後1時～4時
場所　市役所　2階　211会議室
相談内容
○耐震診断･耐震改修等の地震に強い住まいづくり、
リフォームについて

○バリアフリー改修について
○知っておきたい法律や制度、設備について
※次の内容は相談に応じられません
・欠陥住宅や敷地境界など民事に関するトラブル相
談

・悪質リフォームによるトラブル相談
・現地調査を伴う相談
・具体的な工務店、設計事務所の紹介等

Y営繕課（182-5642）

■無料住宅相談　開催



下記駐車場の利用者を次のとおり募集します。希望
される方は申し込みください。
駐車場の名称及び所在地など（地図参照）
1市営下井足第1駐車場（榛原区下井足99-1外）
2市営下井足第2駐車場（榛原区下井足14-1）
3市営萩原駐車場（榛原区萩原2453-35）
4市駅北駐車場（榛原区萩原元萩原2362-1外）
5市東町西峠線駐車場(榛原区萩原元萩原2674-1外)

使用期間　4月1日c～平成21年3月31日c

※行事の開催などによる駐車場周辺道路の規制のた
め、利用できない場合があります。また、駐車場
の施錠は行いません。

申込方法　次の書類等を総務課又は管財課へ提出して

ください。
(1)申請書（1～3の駐車場は総務課に、4･5の駐
車場は管財課に用意しています）申請は1人につ
き1～5駐車場のいずれか1区画とします。

(2)印かん
(3)1～3の駐車場を申請する方は、市内に住所を
有すること、かつ、宇陀市外へ通勤又は通学して
いることが確認できる書類（運転免許証、定期券、
身分証明書等）

(4)4～5の駐車場を申請する方は、市内に住所を
有すること、または、市内に勤務先等の住所を有
することが確認できる書類（運転免許証、勤務先
等の住所が確認できるもの）

申込期間　2月4日b～18日b（土･日曜日、祝日を除
く）午前8時30分～午後5時

その他 利用決定については、次の方法により行いま
す。
(1)申込者がそれぞれの駐車場の募集台数を超えた
場合は、抽選により使用者及び駐車位置を決定し
ます。

(2)申込者が、それぞれの募集台数を超えない場合
でも、駐車位置を抽選により決定します。

(3)いずれかの駐車場で申込者が募集台数を超え、
他に申込者が募集台数に満たない駐車場がある場
合、募集台数を超えた駐車場の抽選によりキャン
セル待ちとなった方を優先して、募集台数が満た
ない駐車場を使用できることとする場合がありま
す。

※詳しくはお問い合わせください。

■平成20年度駐車場利用者を募集します

Y総務課（182-1302）または管財課（182-3632）

幼稚園教諭、保育所保育士の臨時職員登録者を次のとおり募集します。

勤務　勤務場所により4～8時間
募集人員　若干名
申し込み 履歴書と免許状の写しを添えて、2月
29日fまでに教育総務課へ

Y教育総務課（184-3471）
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幼稚園教諭･保育士　臨時職員募集

職務 市内の幼稚
園、保育所の教
諭･保育士として
勤務

資格　50歳までの
幼稚園教諭、保育
士の有資格者

『宇陀市ホットニュース』募集コーナー
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市有地を一般競争入札により売却します。
【売却物件】
下記の売却物件一覧表をご覧ください。

【「市有地売却の実施要領」の配付】
期間 2月1日f～14日e（土･日曜日、祝日を除く）
午前9時～午後5時

場所 管財課
※重要な事項が記載されていますので、入札希望者
は必ず配付を受け内容を確認してください。

【入札参加申込書の受付】
期間　2月1日f～15日f（土･日曜日、祝日を除く）
午前9時～午後5時

場所　管財課
※入札参加の申し込みをしないと入札には参加でき

売却物件

ません。
【入札説明会】

月日 2月18日b

時間　売却物件1･･･午前10時～
売却物件2･･･午後1時～
売却物件3･･･午後3時～

場所 市役所　3階　312会議室
※入札参加申込書を提出されてない方は出席できま
せん。

【入札】
入札日 2月22日f

場所 市役所　3階　312会議室
※詳しくは、「市有地売却の実施要領」をご覧くだ
さい。

■市有地を売却します

売却物件１

33,387,000円

10,695,000円

7,819,000円

売却物件３

売却物件２

位置図1 位置図2･3

Y管財課（182-3632）
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歴史文化を生かした地域づくり、住民間交流を図る
ための「城下町再発見フェアーFROMたかとり」の参
加者を下記のとおり募集します。
日時　3月8日g 午前9時30分～午後3時
場所　高取町内
内容　午前:城下町ウォーク（土佐街道等約5km、2
時間～2時間半）午後:素話（高取町に係わる話）
及びバイオリン演奏等※雨天決行、荒天の場合の
み「城下町ウォーク」が中止、午後のイベントを
午前に実施します。

募集人数　35名（先着順）
申込方法　ハガキまたはファックスで、参加者全員
の住所･氏名･生年月日･電話番号を記入のうえ、2
月20日dまでに申し込みください。

申込先　〒633-2166 大宇陀区迫間25 大宇陀地
域事務所地域振興課

その他 ○会場へは市のバスを運行します。○昼食
は各自でご準備ください。

Y大宇陀地域事務所地域振興課（183-2251/583-
2698）

■「城下町再発見フェアーFROMたかとり」
参加者募集市松山地区まちなみギャラリーの管理及び運営を受

けていただく指定管理者（期間：協定後～平成23年3
月31日）を募集します。
◆施設の名称及び位置
施設の名称 宇陀市松山地区まちなみギャラリー
施設の位置 宇陀市大宇陀区上1994番地
施設の概要 まちなみギャラリーは木造2階建ての
町家風建物で、1階には集会所(休憩室)･厨房施
設･事務室･トイレ･中庭が、2階は芸術作品等の展
示室があります。

◆申込資格
1市内又は市に関係のある法人、その他の団体であ
ること。

2団体又はその代表者が次の事項に該当しないこと
・法律行為を行う能力を有しない者
・破産者で復権を得ない者
・地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第
167条の4第2項（同項を準用する場合を含む）の
規定により、本市における一般指名競争入札等の
参加を制限されている者

・地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の2
第11項の規定による指定の取り消しを受けたこ
とがある者

・指定管理者の指定を管理の委託とみなした場合
に、地方自治法第92条の2、第142条（同条を準
用する場合を含む）又は、第180条の5第6項の規
定に抵触することとなる者

・国税及び地方税を滞納している者
◆申し込みの受付期間及び場所
受付期間　2月1日f～20日d（土･日曜日、祝日を
除く）午前9時～午後5時

受付場所　市まちづくりセンター
※提出書類等は上記施設に設置しています。

◆選定方法　応募資格や提案内容等について、書類審
査及び応募団体ヒアリングの結果を総合的に審査
し、指定管理者の候補者を選定します。

◆その他 提出書類や詳細については、まちづくりセ
ンターまでお問い合わせください。

Y市まちづくりセンター（187-2274）

■指定管理者の募集を行います

市スポーツ少年団は、昨年6月に発足し、14単位団
342名の団員が登録し活動しています。
平成20年度登録単位団及び団員の募集を行います。

【市スポーツ少年団活動の目的】
○「スポーツを通した青少年教育の場」とした活動
○「青少年の体力向上」を目的とした活動
○「地域密着型の活動」を目的とした活動
○「生涯スポーツの基礎づくり」を目的とした活動
○「自発的・自主的な活動の推進」を目的とした活動
○「団員相互の親睦・友達づくり」を目的とした活動
【登録条件】
1登録できる団体は小学1年生～19歳以下の男女で、
10名以上の対象者で活動していること。

2認定員（20歳以上）最低1名が必要で、平成20年に
必ず修得していただきます。

3指導者若しくは監督が1名以上（20歳以上）が必要。
4登録費として団員（1の対象者）1名につき600円、
指導者（3の対象者）1,000円が必要です。

※登録期限は4月30日です。
※詳しくはお問い合わせください。
Y生涯学習課（184-3473）

■宇陀市スポーツ少年団　募集

次のとおり、市国民健康保険診療所の臨時職員（看
護師）を募集します。
資格　50歳未満の看護師又は准看護師免許取得者
勤務先　市国民健康保険診療所（室生区）
募集人数　若干名
採用　4月1日以降
勤務日数　休診日（日曜日、祝日）を除く
申し込み 履歴書を健康増進課へ

Y健康増進課（182-3692）

■臨時職員（看護師）を募集
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団体名　大宇陀観光ボランテ
ィアガイドの会

会員数　16名
活動内容　平成13年3月に設
立し、大宇陀を訪れた方に
江戸時代の城下町として栄
えた歴史的な町並みの観光案内を始めました。この
松山地区は、平成18年7月に国の重要伝統的建造物
群保存地区に選定され、私たちも喜んでおります。
私たちは、松山地区全体の紹介はもちろんのこと、
町並みのすき間からふと顔を出す自然な表情や何年
も姿を変えていない店の軒先など、江戸時代の面影
をわかりやすく伝えられるよう活動をしておりま
す。案内対象は10名以上の団体、2週間前までに申
し込みをお願いしています。ぜひ、ご連絡をお待ち
しております。

代表　原野方（183-3140）
ガイド派遣連絡先 大宇陀観光協会（183-0252）

市民活動団体を紹介します（企画課）

◆看護師（常勤）
職務内容　看護業務（施設利用者の診療補助、保健
衛生管理及び看護など）

募集人員　若干名
要件　55歳以下の看護師免許の取得者
◆介護職員（パート）
職務内容　療養階及びデイの介護業務（施設利用者
の食事、入浴、排せつなどの介護）

募集人員　若干名
要件　50歳以下の方
待遇　交通費支給、各種保険制度あり
※申し込みはいずれも履歴書をさんとぴあ榛原庶務課
へ（随時面接）

Yさんとぴあ榛原（185-2525）

■さんとぴあ榛原パート職員を募集 今回で10回目を迎える歴史文化講演会を、『戦国の
城から近世の城へ』と題して開催します。多数のご参
加をお待ちしています。
日時　3月8日g 午後1時30分～3時40分（受付:午
後1時～）

場所　市文化会館　かぎろひホール
講師　千田嘉博氏（奈良大学文学部准教授）
定員　500名（応募多数の場合は抽選）※無料
申込方法　往復はがき（1人1枚）に住所･氏名･電話
番号、「講演会参加希望」と記入のうえ、申し込
みください。

申込締切　2月14日e ※必着
申込先　〒633-0292 榛原区下井足17-3 宇陀市
役所企画課（第10回桜井宇陀歴史文化講演会事
務局）

Y企画課（182-1362）

■第10回桜井宇陀広域連合歴史文化講演会
参加者募集

ゴミ収集日程
■大宇陀区･菟田野区･榛原区
ゴミ収集日は、各家庭に配付して

いるゴミカレンダー等をご覧くださ
い。
Y大宇陀地域事務所　地域市民課
（183-2251）
Y菟田野地域事務所　地域市民課
（184-2521）
Y 市環境対策課　護美センター

（182-6521）
■室生区（燃えないゴミ）
◎2月12日 上笠間･下笠間･深野･小
原･染田･多田･無山･奥山

◎2月20日 大野･向渕（奥山除く）･三
本松･砥取･瀧谷･西谷･龍口

◎2月29日 黒岩･田口元上田口･下田
口･田口元角川･室生

Y室生地域事務所　地域市民課
（192-2001）

室生区上笠間444-1（197-2215）
開館時間　午前11時～午後4時
休館日　毎週日・月・火曜日

■昼下がりのミニコンサート
開催時間
午後2時～
3時

※2月28日e

のみ、むろ
うコーラス
練習のため
午後3時～
4時

※ 都 合 に よ
り、変更す
る場合はあ
ります。
■森の音楽喫茶「森のヴァレンタインコンサ
ート」
日時　2月9日g 午前10時30分～12時
参加費 600円（お茶･クッキー付）
出演 歌:音楽の森ふれあい館　荒井館長　音楽の森
スタッフ　村尾藍　ピアノ演奏:音楽の森スタッ
フ　福家明世･大山理保

Y音楽の森ふれあい館又は企画課（182-1362）

広報うだ1月号7頁掲載の「囲碁大会の結果」中、下
記の誤りがありました。訂正しお詫びいたします。
【A組】準優勝 水口　好雄（5段）3位 松永　久夫
（4段）

【B組】準優勝 山尾　正弘（5級）
Y秘書広報課（182-3912）

■訂正とお詫び

わが家のアイドル募集
お子さんの写真を広報「うだ」に

掲載してみませんか。
お子さんの写真と住所、氏名（ふ

りがな）、年齢、一言メッセージ
（40字程度）及び問合せ先を記入の
上、秘書広報課まで郵送または持参
してください。
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◆確定申告の受付を行います
2月18日から3月17日までの期間、平成19年分確定

申告の受付が始まります。桜井税務署では次の場所で
申告指導･相談を行っておりますので、お早めに提出
しましょう。
場所　桜井市
商工会館３
階（JR･近
鉄桜井駅か
ら徒歩3分）

期間･時間 2
月18日b～
3月17日b

（ 土 ･ 日 曜
日、祝日を
除く）午前9時～午後5時（なるべく、午後4時ご
ろまでにお越し下さい）

※上記開設期間において、桜井税務署内では申告書
等受付のみで申告相談は行っておりません。

※駐車場には、限りがありますので公共交通機関を
ご利用下さい。

また、医療費控除・住宅ローン控除などの還付申告
の方は上記の申告受付期間までであっても申告書を提
出することができます。確定申告期間中は混み合いま
すので、準備ができた方からお早めに申告してみては
いかがでしょうか。2月15日fまでは桜井税務署で申
告指導･相談･提出を受け付けします。
※税務署の閉庁日(土･日曜日、祝日)は除きます。

Y桜井税務署（10744-42-3501）
◆確定申告地区相談所を開設します
専門の税理士が、無料で確定申告の相談を受けます

ので、この機会を是非ご利用いただき、確定申告書を
提出しましょう。（日程及び開催場所などは、折り込

みのチラシをご覧ください。）
Y税務課（182-1306）
◆市県民税申告の受付は2月18日から
市役所及び各地域事務所において期間中、市県民税

申告書･確定申告書の受付を行います。
市役所及び各地域事務所で受付できる確定申告は、

簡易な申告（「確定申告書Ａ」）の方だけです。下記の
所得を申告される方は桜井税務署又は確定申告地区相
談所でご相談ください。
※「確定申告書Ａ」の方であっても内容によっては税
務署で相談していただく場合があります。
受付期間　2月18日b～3月17日b（土･日曜日、祝
日を除く）※受付開始日が昨年と変わっています。
ご注意ください。

受付場所　宇陀市役所及び各地域事務所
受付時間　○宇陀市役所･･･午前9時～午後3時30分
○大宇陀･菟田野･室生地域事務所･･･午前9時～
12時

※各地域事務所において、受付時間が変更しており
ますのでご注意ください。

受付ができない申告内容　○事業所得（営業･農業）
○不動産所得　○譲渡所得（土地･建物･株式）○
変動所得　○臨時所得　○繰越控除　○損失申告
○青色申告　○準確定申告　○平成18年以前の
過去にさかのぼる申告　○贈与税　○消費税

Y税務課（182-1306）
◆産地づくり交付金所得について
平成19年所得税の確定申告分より産地づくり交付金

の所得については、「一時所得」から「事業所得」又
は「雑所得」として取り扱われますので、ご注意くだ
さい。
Y農林課（182-3679）

確定申告の受付期間は2月18日から3月17日です

「いきいきタウン」放送中
県内各市の話題をお届けする情報

番組「いきいきタウン」は、奈良テ
レビ放送で毎週土曜日の午後10時10
分～10時25分、毎週日曜日の午前
10時55分～11時10分（再放送）に
放送しています。放送の時間は変更
になる場合がありますので、新聞の
テレビ欄などでご確認ください。
Y秘書広報課（182-3912）

榛原区上井足地区（2期）の地籍調査により作成し
ました地図（地籍図）及び簿冊（地籍簿）の閲覧を行
います。
閲覧期間　2月4日b～25日b（土･日曜日、祝日は
除く）午前9時～午後5時※但し、2月16日g及び
2月24日aは閲覧を行います。

閲覧場所　○上井足公民館（2月4日b～8日f）
○市役所（2月12日c～22日f）
○上井足公民館（2月24日a）
○市役所（2月25日b）

Y地籍調査課（182-5608）

■地籍図･地籍簿の閲覧を行います 裁判員制度をご存じですか？
裁判員制度とは、市民の皆さんに「裁判員」と

して刑事事件に参加してもらい、被告人が有罪な
のか無罪なのか、有罪の場合どのような刑にする
かを3人の裁判官と一緒に決めてもらう「国民の

司法参加」を実現する制度で、来年5月までに実施される予
定です。
奈良地方検察庁では、この裁判員制度を広く市民の皆さん

にご理解していただくため、さまざま集会に出向いて説明会
（20分～120分程度）を開催しています。ご利用ください。
※説明会の開催など、詳しくはお問い合わせください。
Y奈良地方検察庁企画調査課（10742-27-6825）または宇
陀市役所総務課（182-1302）
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1月1日付【 】内は旧任
■部長級
総務部長　向田博【健康福祉部長】 教育委員会

事務局参事（生涯学習担当）生涯学習課中央公民館菟
田野分館長事務取扱　臺所直幸【教育委員会事務局参
事（生涯学習担当）】
■次長･課長･主幹級
財務部税務課主幹　水口順久【財務部税務課主幹･

収納課主幹（特別収納対策）】 健康福祉部長心得
中村好三【健康福祉部次長(保護担当）】 室生地域事
務所地域市民課長･国民健康保険直営診療所･歯科診療
所　勝山頼子【室生地域事務所地域市民課主幹･国民
健康保険直営診療所･歯科診療所】 教育委員会事務
局教育総務課北宇陀学校給食センター所長　峯山卓巳
【教育委員会事務局教育総務課　北宇陀学校給食セン
ター所長補佐】 教育委員会事務局教育総務課南宇陀
学校給食センター所長　堂芝一成【教育委員会事務局
生涯学習課中央公民館菟田野分館長】
■課長補佐級
財務部情報システム課長補佐　樋口裕彦【総務部企

画課付文化体育事業団派遣（総務課）】
■主任級
市民環境部人権施策課主任　杉本昌之【総務部危機

管理室主任】 健康福祉部健康増進課歯科診療所主任
上田和代【健康福祉部健康増進課　福祉保健交流セン
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ター主任（ぬく森の郷）】 室生地域事務所地域市民
課主任　馬出淳司【市民環境部人権施策課室生児童館
主任　室生人権交流センター】
■一般
健康福祉部健康増進課福祉保健交流センター（ぬく

森の郷）山岡一之【健康福祉部健康増進課】 大宇陀
地域事務所地域振興課　松本淳二【大宇陀地域事務所
産業建設課】
《退職》　　　　平成19年12月31日付【 】は旧任
■部長級
奥田信雄【総務部長】 中尾忠【総務部参事（企

画・管財担当）】
■次長･課長級
東久博【室生地域事務所地域市民課長】 生駒廣

一【教育委員会事務局北宇陀学校給食センター所長】
松下美惠子【教育委員会事務局南宇陀学校給食セン

ター所長】
■主任級
杉本久美【教育委員会事務局学校教育課榛原北保育

園主任保育士】
■技能労務職
岸本雅子【教育委員会事務局学校教育課菟田野保育

所】
Y人事課（182-1303）
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■人事異動を行いました【市役所】

■第23回ロビーコンサート
皆様のご来場をお待ちしています。（入場無料）
日時　2月10日a 午後2時～
場所　市文化会館　ロビー
出演　★うたの「笛物語」（クラリネット･リコーダ
ー他）･･･「氷川きよしメロディー」「千の風にな
って」「にじと雪のバラード」他

★伊東修子（ギター演奏）･･･「ソナタ（F.クエン
カ）」「アルハンブラの思い出（F.タレガ）」

★「らいらっく」（大正琴）･･･「千の風になって」
「川の流れのように」「思い出の
アルバム」他

■干支「子」にちなんだ手作り
作品展
「子（ねずみ）」をあしらった手芸

品、小間もの、陶芸、年賀状など手
作りの作品展を開催しています。み

大宇陀区拾生871（183-0977）
2月の休館日:5･11･12･19･26日

なさまのご鑑賞をお待ちいたします。
展示期間　2月24日aまで
■あなたのお宝展《作品募集》
人生のなかで、数々の出会いから、自分だけの大切

な「お宝」があると思います。「自分だけの記録」「親
からの授かりもの」「家伝来の品々」など思い出とな
る「お宝」にコメントを添えて搬入してください。
ただし、高価なものや破損しやすいものは展示でき

ません。
展示期間　3月8日g～4月13日aまで
作品搬入　2月25日bまで



◆楽しむアート特別講座

※いずれの講座も、参加費（材料代など）が必要。
※『手芸教室』の申込締切は、2月13日dです。
※講師の都合等により日時は変更される場合がありま
す。開催時間など、詳しくはお問い合わせください。

Yふるさと元気村又は企画課（182-1362）

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー
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室生区下田口1112（193-4400）
開館時間　午前9時～午後5時

休館日　毎週木曜日

2月の講座は次のとおりですので、ぜひご参加くだ
さい。
◆常設教室

※上記の講座以外にも毎日教室（アトリエ･ギャラリ
ーの見学･体験等）を行っています。

★新しい健診・保健指導が実施されます
平成20年度から40～74歳の人を対象に、メタボリ

ックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した、健
康診断として「特定健診」が実施されます。
特定健診は、従来の健診項目に加えて、メタボリッ

クシンドロームの該当者･予備群を発見することを目
的とし腹囲の測定が行われます。また、該当者･予備
群と診断された人は保健師･管理栄養士等の専門家の
支援「特定保健指導」を受けていただくことになりま
す。
★健診・保健指導の実施主体が医療保険者に
実施主体が宇陀市から加入している医療保険者へ代

わりますので、健診に関するお知らせ（受診券、受診
方法など）は、加入している医療保険者から本年4月
以降に連絡されることになります。

なお、がん検診、肝炎検査、介護生活機能評価は今
までどおり市が実施します。
★特定健診・特定保健指導Ｑ＆Ａ
75歳以上ですが、健診は今後も受けられるのでし
ょうか？
75歳以上の方は、平成20年4月から「後期高齢者
医療制度」へ移行し、各都道府県で組織する「広
域連合」が医療保険者となります。75歳以上の方の
特定健診はこの「広域連合」が実施することになり
ますが、住民の利便性を考えて各市町村に委託され
ます。宇陀市では、申し込みをされた方に医療機関
において受診していただきます。
これまでの基本健康診査はどうなるのですか？

従来市町村が実施していた基本健康診査に代わり
平成20年4月から各医療保険者が実施する「特定
健診・特定保健指導」が始まります。

※詳しい内容につきましては、広報うだ３月号でお知
らせします。
Y保険年金課（182-3672）

■平成20年度から特定健診･特定保健指導が始まります
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■中央図書館だより
●おはなし会
★すくすくひろば（0～3歳）※3回とも同じ内容です。
2月19日c、26日c 1午前10時～ 2午前10時45
分～ 3午前11時30分～　

★ちゅーりっぷひろば（3歳～） 2月13日d、27日
d 午後2時45分～

★たんぽぽひろば（6歳～） 2月13日d、27日d

午後3時30分～
★おはなしクラブ　2月9日g、23日g ○午前10時
30分～（3～5歳）○午前11時15分～（6～12歳）

●えいが会
日時　2月16日g 午前11時～

Y中央図書館（182-4749）【2月の休館日:4･11･12･
18･25日】

■大宇陀図書館だより
●おはなし会

【小説】
■たいがいにせえ（岩井三四二　著）

バテレンの密送を引き受けた船乗り。行く手には海賊やらキリス
ト教に厳しい勢力やらが待ち受け、その上バテレンはわがまま放
題。面倒事の尻ぬぐいはすべて主人公に･･･。登場人物に応援と同
情をしたくなる上質な7つの物語を収録。

話　題　の　新　刊　図　書

『宇陀市ホットニュース』お知らせコーナー

【絵本】
■ストーブのふゆやすみ（長谷川義史　え）

待ちに待ったスキー旅行のはずが、わが家のストーブまで一緒に行
くことに。ストーブも冬休みが欲しいんやろうか･･･。家族3人とス
トーブが繰り広げる、笑える楽しい幼年童話。

日時　2月16日g 午前10時30分～　場所　2階和
室　内容　○おはなし　○人形劇　○カレンダーを
つくろう！

●映画会
日時　2月23日g 午前10時～　場所　1階研修室

Y大宇陀図書館（183-0977）【2月の休館日:5･11･
12･19･26日】

図　書　館　だ　よ　り

2月1日から菟田野区･室生区にお住まい、または建
物の所有者を対象にケーブルテレビの加入申し込みが
はじまります。申し込みは今月号の折り込み、または
住民説明会で配布した『こまどりケーブルの予約申込
書』にて補助対象期間内に提出してください。補助対
象期間を過ぎても加入できますが、補助がなくなり実
費での負担となります。提出先は『こまどりケーブル
の予約申込書』に記載しています。
補助対象期間　2月1日f～6月30日bまで

■加入申込の提出からサービス開始まで
①予約申込書の提出･･･こまどりケーブル予約申込書
に必要事項を記入し、提出してください。

▼　▼　▼
②見積･契約【こまどりケーブル担当者訪問（6月～9
月予定）】･･･訪問日を連絡したうえで、こまどりケ
ーブルの見積担当者が訪問して工事費の見積りを行
い、詳細見積りとサービスの内容の説明をしたのち、
契約を行います。また初期費用の補助を受けていた
だくため、あわせて市の加入促進補助金申請書をこ
まどりケーブルの担当者へ提出してください。（加
入促進補助金申請書は、見積担当者が持参します。）

▼　▼　▼
③工事･サービスの開始（8月～10月予定）･･･引き込
み工事日･宅内工事日を連絡したうえで、こまどり
ケーブル工事担当者が訪問し、工事を行います。市
の加入促進補助金が適用される方には、交付決定通
知書を訪問時に持参します。IP電話の利用について
は、工事完了後に電話番号の申請を行う手続きが完

了するまで数日かかります。
★テレビのデジタル化に関する詐欺にご注意を！
こまどりケーブルへの支払いはすべて契約時に指定いただ

いた口座から引き落としとなります。見積りや工事などの際、
こまどりケーブルが現金での支払いを求めることは一切あり
ません。万一そのような場合は支払いに応じず、情報システ
ム課又はこまどりケーブルへ連絡してください。なお、こま
どりケーブル及び関係業者は、こまどりケーブルの関係者で
あることを証明する名札を着用しています。

■室生口大野駅に予約申込書を設置します
室生口大野駅にもこまどりケーブル予約申込書を設

置します。同じく榛原駅にもお花のショーケース横に
設置していますのでご利用ください。

■こまどりケーブル宇陀案内所の業務再開について
榛原ふれあいギャラリー内のスタジオ建設工事が完

了しましたので、こまどりケーブル宇陀案内所及び観
光案内業務を再開しています。こまどりケーブル宇陀
案内所ではテレビやインターネット、IP電話のサービ
スを体験できます。ご利用ください。
◇こまどりケーブル宇陀案内所（182-5734）
※火曜定休・祝日の場合はその翌日が休み

■こまどりケーブル相談コーナーのご案内
菟田野地域事務所でこまどりケーブルによる相談コ

ーナーを開設します。ご利用ください。
日時　2月4日b～8日f 午前10時～午後5時

Y情報システム課（182-2121）

■菟田野区･室生区のケーブルテレビの加入申し込みがはじまります
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市では、建設工事関係及び物品関係などの入札参加
資格審査申請書（指名願）の受付を行っています。
受付期間以外の申請は一切できませんので、希望さ

れる方は期間内に申請してください。
受付期間　2月1日f～29日f（土･日曜日、祝日を
除く）午前9時～12時/午後1時～5時

提出先　監理課（建設工事関係、測量･建設コンサ
ルタント等関係）、管財課（物品関係）

※詳しくは広報うだ12月号または市ホームページをご
覧ください。

Y監理課（182-5658）または管財課（182-3632）

■平成20･21年度　競争入札参加資格審査
申請を受付しています

合併前の旧町村でそれぞれ制定されていた公共施設
の使用料について、4月1日から一部の施設使用料等を
改定します。同種の公共施設使用料について平準化を
図り、ご利用いただきやすいように時間帯を見直しま
す。皆様のご理解とご協力をお願いします。
詳しくは、広報うだ3月号及び市ホームページ等で

お知らせします。
変更する施設名
【農林課】（182-3679）

市農村環境改善センター「農林会館」
市基幹集落センター「たかぎふるさと館」
市菟田野農村環境改善センター「農林センター」

【商工観光課】（182-2457）
市菟田野産業振興センター

【健康増進課】（182-3692）
市室生福祉保健交流センター「ぬく森の郷」

※一部の部屋使用料
【人権施策課】（182-2147）

市大宇陀人権交流センター
市菟田野人権交流センター
市室生人権交流センター
市大野西垣内集会所　 市蕨集会所

【生涯学習課】（184-3473）
市伊那佐文化センター

※詳細は、各担当課または各施設へお問い合わせくだ
さい。

Y行政改革推進室（182-3643）
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■4月1日から一部の公共施設使用料等を改
定します

「ねんきん特別便」を送付します
～あなたの年金記録の確認を～

基礎年金番号に結びついていない約5,000万件の記
録について、昨年11月からコンピューターによる名
寄せ作業を開始し、その結果、皆様の基礎年金番号の
記録と結びつく可能性のある記録が出てきた方には、
3月までの間に、「ねんきん特別便」を順次お送りいた
します。
それ以外の方にも、順次「ねんきん特別便」をお送

りいたしますので、しばらくお待ちください。
●年金受給者の方･･･４月から５月の間に「ねんきん
特別便」を郵送します。

●現役加入者の方･･･６月から１０月の間に「ねんきん
特別便」を郵送します。
「ねんきん特別便」によるご本人様のご確認及びお

手続きを経て、はじめて記録が結びつきます。
お手数をおかけいたしますが、お手元に届きました

「ねんきん特別便」により、ご自身の年金記録に記載
もれや誤りがないかをご確認の上、必ずお手続きくだ
さいますようお願いいたします。
Yねんきん特別便専用ダイヤル（10570-058-555）
※ご利用時間は同封書類でご確認ください。
注）IP電話･PHSからは「03-6700-1144」にお電話
ください。

注）一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル
（10570-05-1165）」まで。

第2回　宇陀市人権教育推進協議会「研究大会」開催
～　○わたぼうしコンサート:午後2時～（出演:歌
うボランティア　わたぼうしのみなさん）

わたぼうしコンサートとは･･･障害のある人たちが日々の感じた
ことや思いを綴った”詩”をメロディーにのせて多くの人たち
に伝えるコンサートです。こうして生まれた詩は、わたしたち
が失いがちな「生きる強さ」「いのちの尊さ」にあふれています。

Y市人権教育推進協議会事務局【人権教育室内】
（184-3474）

ちがいを認め、互いに支え合い、ともに生きる地域
づくり･人づくりをテーマとして、第2回研究大会を
開催します。みなさまお誘い合わせのうえ、多数ご参
加ください。
日時　2月3日a 午後1時30分～
場所　市中央公民館大宇陀分館ホール
日程　○受付:午後1時～　○開会行事:午後1時30分



宇 陀 シ テ ィ マ ラ ソ ン
～交通規制にご協力をお願いします～

【交通規制図】

日時 3月16日（日）
（雨天決行、荒天中止）

午前８時45分（開会式）

受付：午前７時30分～９時

会場 市役所及び榛原区内

★大会ボランティア募集中★
詳しくは、生涯学習課まで！！

Y宇陀シティマラソン実行委員会（生涯学習課内／184-3473）

【通行規制場所・時間】
〈マラソンコース内の規制〉
○ポイント①→②→③ 午前９時～11時30分
○ポイント③→C 午前９時～10時
○ポイント④→⑤ 午前９時～11時

（ポイント⑤を最終走者が通過後解除します。）

〈その他の規制〉
○ポイントA→①　午前９時～11時30分
○ポイントB→③ 午前９時～10時

第１回
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